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会長あいさつ 
 
初秋の候、皆様にはお変わりなくお過ごしのことと思います。 
平成１７年度がスタートしてから、『拓桃で遊ぼう(6/25)』、『サマーレク in 蔵王(7/30,31)』、

『アスペ・エルデの会仙台セミナー(7/30)』と早くも３つのイベントを無事終えることがで

きました。会員の皆様のご協力、役員の方々のご努力に感謝申し上げます。 
イベントを通じて、親と子、子供たち同士、そして親同士の交流が少なからずあったも

のと思います。また、それぞれのイベントが少しでもお子さんの成長にお役に立てたこと

を願っております。 
さて、7/30『アスペ・エルデの会仙台セミナー』にて、特別講師として参加されたプロ棋

士、安田九段と初めてお会いする機会に恵まれました。恥ずかしながら私は、安田九段が

１０年近く『ふれあい囲碁』の活動を続けて来られた方だと、初めて知りました。『ふれあ

い囲碁』の活動を一文で表現するなら、『ちょうど良い距離感を保てる囲碁という手段を通

して、初めて会った者同士が心のふれあいを持つことができる、あるいは心を閉ざした生

徒と教師がつながりを回復できる』となるでしょうか。活動体験を記した著書の中に、「・・・

子どもから老人まで、すべての人を孤立させてはいけない。・・・私自身、子どもたちや、

障碍者の人たちと心がつながった時の、あの何とも言えない[心のポカポカ感]が生きる力に

なっています。」という部分があります。シエルの会の活動もやはり同じ気持ちから始まっ

たのではないかと気づかされました。子どもたちが、そして親たちが孤立せず、お互いに

つながっていくことで、明日からのまた一歩を踏出せたらと思います。 
   後藤 義美 
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平成１７年度上半期に行われた三つの行事についての報告・感想等 
 
１ 『拓桃で遊ぼう』 
 日時：平成１７年６月２５日（土）１０：００～１２：００ 
 場所：宮城県立拓桃養護学校 体育館、プレイルーム 
 参加人数：子ども１６名、親１８名、ボランティアさん７名。 
 ○ 大まかな内容 

  開会式（司会進行は中学生の子ども）    
第１部 ミニ運動会               
 １ たいこで DON！    ２  並べ替えゲーム 

    ３ 大玉リレー      ４  玉入れ競争    ５ 対戦フロート R 
   第２部   フリータイム   

・プレイルーム（トランポリン、ボールプール） 
・体育館（バスケットボール、フロート R、ビーンボーリング、等） 

閉会式（司会進行は中学生の子ども） 
 
今年度で３回目となりましたが、子どもたちが見通しを持って活動するようになった

ところに大きな成長を感じました。今回も怪我や事故なく、有意義に楽しい時間を共有

することができました。また来年をお楽しみに！ 
 
参加者の声（大人）：「今回一番楽しかったものは何ですか？」→「子どもが活き活き

楽しんでいる姿を見れた事。」「次回の企画であったらいいと思うものは何ですか？」→

「この様な活動をもっと多くしてもらえればいいと思います。」 
参加者の声（子ども）：「今日、いちばんおもしろかったことは？」→「ﾌﾘｰﾀｲﾑ、ﾊﾞﾚｰ

みたいなの。（フロート R）。」「次にやりたいことは？」→「徒競走など走るコト。」「ひと

こと かんそうを！」→「とても楽しかったです。またやりたい！」 

     

  [後藤会長さんの開会式でのあいさつ]   [ルールとプログラム]（かわいいイラスト 
                      は子どもたちが描いてくれたもの。) 
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２ 『サマーレク in 蔵王』                
 日時：平成１７年７月３０日（土）～３１日（日）１泊２日 
 場所：宮城県蔵王自然の家 
  
週間天気予報や直近の予報では雨の確率が高く、終了するまで心配しましたが、予定し

ていた野外のプログラムを全て行うことができ、自然の家の施設の中にいる時に雨が降る

というラッキーな二日間でした。一日目の夜にみんなで入った温泉は格別でしたし、最後

に別れの集いで自然の家の指導主事の先生よりいただいた「ねじ花」のお話も印象的で感

動しました。（「みなさんには、これから大変なことがたくさんあるかもしれませんが、曲

がりくねりながらも天を目指す、ねじ花のように成長していただければと思います。」） 
全てが好い思い出となりました。皆さん本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうご

ざいました。 
最後に、当日の数ヶ月前より何度も現地へ赴き、打ち合わせをしたり、深夜まで計画を

作成したり、自然の家への報告等、あらゆる面で最初から最後までお世話いただきました

菅野前会長さんに敬意の念を表すると共に、そのご苦労と熱意に感謝申し上げます。 

     
 
それでは、二日間みっちりお世話いただき、子供たちと一緒にバンガローに宿泊したボ

ランティアさんと、親ボラさんより、寄稿いただきました文章をご紹介いたします。      
 
１泊２日の合宿に参加して  （ボランティア O さんより）      

 「どんな人達が参加するのだろう。」そう思いながら私は蔵王自然の家に向け、車を走ら

せていました。ボランティアとして合宿に参加する楽しみもあり、また不安もありました。

しかし、扉を開いてみるとそこには、とてもかわいい子供達が待っていました。私の不安

が消されるまでの時間は長くはかからなかったです。やはり子供達は元気があって素晴ら

しいなあ。 
１日目の川遊びでは、水をかけ合い、泳ぎ、疲れるまで遊びました。こんなに楽しく遊

んだのは久しぶりだったので、ついつい子供の頃に戻った気持ちで遊びました。野外炊飯、

自分達で作ったカレー、自分達で炊いたご飯、やっぱり自分達で作ると何でもおいしいよ

ね。みんな、一生懸命頑張って作っていました。キャンプファイヤー、虫にたくさん刺さ

れたけど、ダンス踊ったりとても楽しかったよね。 
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２日目、ニジマスつかみ、みんな上手につかんでいたね。ニジマスはおいしかったかな。 
あっという間に過ぎてしまいましたが、本当に楽しい２日間でした。皆さんきっといい

思い出になったと思います。ボランティアの皆さん、役員の皆さんお疲れ様でした。皆さ

んのおかげで、私は不安もなく楽しくやることができました。とても感謝しています。ま

た機会があれば、参加したいと考えています。 
 

     
 [歩いて歩いて、川遊び]        [念願のｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ！] 

       
［２００５ サマーレク ～ 親ボラの感想］ 

 土用に入ってから梅雨明けの声も聞けず、連続して雨に祟られていた？夏の行事でした

が、今年は、子ども達の願いが天に通じ、楽しみにしていたプログラムには雨が上がって

くれたというラッキーな二日間でした。子ども達にとっては、野外活動という時間と制約

（ルール）を守ることが目的の集団活動はつらい面もあったとは思いますが、会長さん、

菅野さんをはじめ役員の方々、自然の家のスタッフ、ボランティアの方々、ご家族の協力

で子ども達はアウトドアの楽しさを味わっていたものと思います。 
 川遊び、野外炊飯、キャンプファイヤー等のプログラムの組み方及び時間の取り方等、

余裕を持った設定が良かったのではないかと感じました。今後にもこの様な組み方は参考

になると思います。 
 川遊びでは、普段、町では見られない自然に出会えて子ども達は大興奮だったようで「へ

びを見た！」「変わった虫を見た！」「魚が泳いでいた！」とか元気な声で教えあったりし

ている微笑ましいシーンもありました。 
 野外炊飯では、子ども達一人々々が役割分担をして活動責任を持ち、その事によって協

力する事が自然に身に付いて出来上がった「カレーライス」のうまさを満喫して、二回、

三回とお替りしている姿を見て嬉しく思いました。 
 キャンプファイヤーでは、子ども達と一緒に大人の方が盛り上がり、「マイムマイム」は

ウンナン年ぶり！？に踊った親御さんが多かったのではないでしょうか？子ども達より楽

しんでいた！？ 
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夜はコテージの中で就寝まで思い思いの時間を過ごしましたが、段々子ども達は打ち解

けて共通の趣味や話題等でコミュニケーションを計るようになり、明日の活動も大丈夫と

いう自身を持って、眠りについた様です。 
 普段中々味わえない体験として子ども達に聞いたところ、ニジマスつかみが面白かった

いう意見が多かったみたいです。魚に触れない子もいましたが、初めて魚に触って、目が

キラキラと川面の様に輝いて喜んでいる子を見たら、今年の“夏の行事は大成功”という 
結果が、別れのつどいの前に得られた様に感じ、中には自分の役割の責任感の為や勘違い、

気持ちのズレがあったりしましたが、自分達なりに何らかの解決ができたりして、成長も

感じらました。 
 一泊二日又は日帰りという短い日程でしたが、内容がけっこう充実していました。プロ

グラムの組数が少なく、時間的余裕があったのが良かったかもしれませんね。さぞ、みな

さんは家へ帰られたら、心地よい疲労に見舞われたと思います。これもアウトドアの面白

さの一つです。 
最後に、来年の活動が晴天であります様に祈ってペンを置きます。本当にみなさん、あ

りがとうございました。又お疲れ様でした。来年もよろしくお願いします。 
 
 

     

 
 
３ 『アスペ・エルデの会仙台セミナー』 
 日時：平成１７年７月３０日（土） 
 場所：イズミティー２１ 
一般向け啓発セミナーが午前中、専門家育成セミナーが午後に行われました。当日は、『サ

マーレク in 蔵王』と日程が重なり、セミナーへの役員参加者も、受付等の係となり、会場

内での内容については、残念ながらお伝えできません。今後、参加者からの報告をお待ち

しております。 
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今 後 の 行 事 予 定 
 

・定 例 会 ：  ９月１８日(日)１３：３０～１５：３０ 仙台市福祉プラザﾞ 
        １月１５日(日)１３：３０～１５：３０     〃  
・講 演 会 ：１１月２６日(土)１３：００～１６：００ 仙台市青年文化センター  

・クリスマス会:１２月１０日(土)１０：００～１２：００ 仙台市福祉プラザ  
・役 員 会 ：１０月１６日(日)１３：００～１５：００   〃  
       １１月２０日(日)１３：００～１５：００   〃 
        １月２９日(日)１３：００～１５：００   〃 
・教 員 ｾﾐﾅｰ： ２月  ５日(日)１３：００～１６：００   〃 
 

     
 

編 集 後 記 
  
初めての会報編集ということで、勝手が判らないまま何とか形になったものを会員の皆

さんへお届けいたします。どうぞお許しください。 
原稿をお寄せいただきました方々、過去の会報をコピーして見せていただきました方々、

どうもありがとうございました。 
次回は、学年別毎に行われてきました活動内容等についても、ご紹介できればと考えて

おります。寄稿についての益々のご協力をお願いいたします。 
また、会報についてのご感想やご意見等をお聞かせいただき、次回に生かせればと考え

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 
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